
Japanese Society of Microbial Ecology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Soolety 　of 　Mloroblal 　Eoology

A −33

殺藻性糸状細菌SS98− 5 株 に よ る 珪藻細胞の 殺藻過程 の 観察
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　 【目的】　 近年、水産養殖の 現場にお い て 、初期餌料 と して の 微細藻類の 大量培養中

に急 速 に溶藻 し 、 凝集 ・沈澱 を起 こす
”

餌料培養 の落ち現象
”

が知 られて い る 。 我 々 は

こ の 現象 に殺藻性 を有する 細菌が関与 して い る と考 え 、 珪藻培養液か ら殺藻性糸状細菌

Saprospira属細菌を分離 し 、 そ の殺藻機構の 解 明に努めて きた 。 本研 究で は、 98年に

鹿 児 島湾 沿 岸 海 水 か ら 分 離 し た Saprospira　sp ．　SS98−5 株 に つ い て 、 珪 藻

（Chea亡  eros 　ceratosporum 　C −1　6株）二 重寒天平板上 に形成 され る プ ラ
ー

ク （溶藻

帯） の 周縁部 お よびSS98−5株 と珪藻細胞の 二 者 培養液 中 に見 られ る細胞集塊 を試料 と

して 、 透過型電子 顕微鏡 （TEM ）とエ ネル ギー
フ ィル ター電子 顕微鏡 （EF −TEM ） に

よ っ て 珪藻細胞の殺藻過程 を観察 した 。

　 【方法】　 珪藻二 重寒天平板上 の プ ラ
ー

クの 外側、周縁部、 内側の 軟寒 天試 料 と二 者

培養液中で形成 され た細胞 集塊試料つ い て 、 2 ％ グル タル ア ル デ ヒ ドと 1 ％ オス ミ ウム

酸固定 、 エ タ ノール脱水 を行 い エ ボン樹脂 に包埋 した。超薄切 片を作成 して ウラニ ル 酢

酸 と硝酸鉛で 二 重染色 し 、 TEM （Hitachi　7100−F）で 観察 した 。 また 同サ ンプル の 無染

色の超薄切片につ い てEF −TEM （LEO912AB ）を用 い た元素マ ッ ピン グを行 っ た 。

　 【結果】　 二 重寒 天平板上 の プラ
ー

クの 外側の 珪藻細胞は細菌に よる殺藻作 用 の 影響

を受けて お らず 、葉緑体の ラ メ ラ構造や ミ トコ ン ドリア の ク リス テ 、 珪酸質被殻な どが

観察された 。 珪藻細胞が殺藻作用 を受 けて い るプラ
ー

ク周縁 部で は 両者 の接触部位 に お

いて 珪酸質被殻の 消失と 、 細菌が珪藻細胞内に侵入 して い る の が観察 され た 。 細菌 に侵

入 された珪 藻細胞で は細胞内小器 富がベ シ クル 化 し、 さらに殺藻過程が進行す る こ とに

よ っ て珪酸質被殻 は完全 に消失 し 、 ま た 珪藻細胞の 細胞内構造 の 崩壊 が観察 された 。

　次 に珪 藻 細胞表 面 の 珪 酸 質 被殻 にお け る 珪酸 の 分布状態 を明 らか に す る ため 、

EF −TEM を用 いて 元素 マ ッ ピ ン グを行っ た 。 まずSS98−5株が珪藻細胞 に接触 した部位

に おい て 、 TEM 像で は珪酸質被殻が明瞭 に観察 され る に も拘わ らず、元素マ ッ ピン グの

結果で はSi元索に よ る密度 の 低下が確認 され た 。 そ して細菌細胞が侵入 した珪藻細胞で

は、侵入箇所 で Si元素 の 減 少が観察 され た 。 さ ら に殺藻過程が進行す る と 、　 TEM 像で

珪酸質被殻が薄 くな っ た り完全 に消失 した部位で そ れ に対応 したSi元 素の 減少ない し消

失が確認 され た 。

　一
方 、 液体培地 中で 形成され た細胞 集塊 の電子顕 微鏡観察 で は 、珪藻細胞集塊の 周辺

部に 多数の 細菌細胞の 集団が観察され 、 集塊 の 中央部で は細菌 に よ っ て珪藻細胞が破壊

されて 細胞質が消失 した被殻の みが観察された 。 また 、 細胞集塊の 中間域 に は細菌由来

と考え られ る電子密度の 高い顆粒な らびに繊維状の 物質が観察 され た 。
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